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〔論文審査の要旨〕 

 

本論文では，環境中に残留する 8 つの農薬， cyanazine, simetryn, fenarimol, 

isoprothiolane, diazinon, fenitrothion, diuron，irgarol 1051 について，広島県黒瀬川お

よび瀬戸内海において調査を行い，それらの存在濃度，時空間的分布，発生源，海洋生物への

濃縮，生態系や人体へのリスクアセスメントについて評価を行った。 

第 1章は序論であり，研究の背景，意義，目的について述べている。研究対象の 8つの農薬

は，日本のみならず世界で広く使用されている農薬であり，また一部の農薬は船底防汚剤とし

ても使用されている。 

第 2章は，天然水中の農薬の分析法に関する研究を述べている。固相抽出法を用いて天然水

中の農薬を濃縮・分離し，高速液体クロマトグラフィー紫外吸収法により 8種類の農薬を定量

した。 

第 3 章は，広島県黒瀬川において河川水中の農薬を測定した結果を示す。8 種類の農薬の中

で，有機リン系殺虫剤である diazinon が数百～数千 ng/L と最も濃度が高く、次に

isoprothiolane が高かった。中流域で濃度が高く，また明瞭な季節変化を示し，春から夏にか

けて最も濃度が高く冬に低かった。この時空間的分布は，東広島市における農薬の使用地域や

使用時期と良く対応していた。 

第４章は，黒瀬川における農薬の生態系や人体へのリスクアセスメントを行った結果を示

す。水生生物へのリスクアセスメントを行った結果， diazinon が EU や米国が設定した安全基

準を超過することが明らかになった。他の農薬 cyanazine, simetryn，fenarimol についても，

安全基準を超過する可能性が指摘された。一方，人体への影響については無視できることが分

かった。 

第 5章は，瀬戸内海における農薬の分布，堆積物への移行，プランクトンや魚類への生物濃

縮，海洋生態系へのリスクアセスメントに関する研究を述べている。海水中濃度は大阪湾で最

も高く，紀伊水道で最も低かった。測定した農薬の中で diazinon が数十～数百 ng/L と最も濃

度が高く，他の農薬は数～数十 ng/L の範囲であった。淀川などの河口付近で最も農薬濃度が



高いことから，農薬が主に河川により瀬戸内海に供給されていることが明らかとなった。プラ

ンクトンの生物濃縮係数は 103～104と高い値であった。瀬戸内海における農薬のリスクアセス

メントを行った結果，diazinon の水生生物への影響は無視できず，また水産食品の安全性に懸

念が生じるレベルであることが明らかとなった。  

 

第 6 章は，総合討論であり，研究の総括および今後の課題を述べている。 

 

本論文は，広島県河川および瀬戸内海における残留農薬の水生生物への影響を評価し，水産

食品の安全性の検討を行うなど，学術的に価値ある内容を含む。したがって，本論文は環境中

での残留農薬の動態，運命，リスクアセスメントに関する研究の発展に資するものである。 

 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格があるもの

と認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


